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自 動 車 用 エ レ ベ ー タ
Motor Car Elevators

加 藤 清 次 郎*
Seijir6Kat6

内 容 梗 概

自動車の急速な増加に伴い駐車場には乗用車用エレベータ,産業ビルにはトラック用エレベータの

第に多くなり,新時代の機種として注目を浴びている｡

要が次

日立製作所においては,従来のロープ式エレベータのほか,昭和34年ほ乗用車用エレベータとして特に利点

のある油圧エレベータを開発し,また標準仕様を設けるなど着々と新機種の発展に努力している｡

本稿では,斬新な上記各種エレベータの設備計画に必要な参考資料を紹介している｡

第1表 乗用車の寸法および重量表(1959年式)

1.緒

自動車の急激な増加ほ各方面に大きな影響を与えており,その→

環としてビルの駐車場問題がある｡

ビジネス街では特に駐車間

区にほ大規模な公営地下駐

が大きく収上げられ,すでに特定地

が場車 設されたが,大都分ほいまだに

路上駐中している状態である｡さらにビルの 化が進められる

と,街路交通ほいっそう混雑することが予想されるので,ビル1月に

専用駐車場を設備する気運が高まっており,法律上からも規制され

ようとしている｡

ビル内駐車場への出入方法として,従来の傾斜路は所要床面積が

大きく,不経済となる場合が多い｡また駐車場は地下式のはか,最

近では屋上に設備するビルも現われており,エレベータを利用する

傾向ほますます増えている｡日立製作所においては,この程乗用車

用エレベータを多数 作してきた｡

また,トラック輸送の増加は産業設備に 化を及ぼしている｡す

なわち,従来行われていた貨物の横棒作業の代りに,満載したトラ

ックをそのままエレベータで運搬して,集配の合理化を計るトラッ

ク用エレベータが現われており,--▲般に大規模な倉庫などに需要が

あって,日立製作所でほ人群量の.id銀製品を次々に納入しているし

以上,自動車二用エレベータほ駅車場の設備をF~]的とする乗用車用

エレベータと,産業ビルに用途の多いトラック川エレベータに人別

されている｡

本稿では,主として乗用車用エレベータの概要を紹介し,設備計

画のご参考に供する次第である｡

2.乗用車用エレベータの概要

わが国で一般に使用される中形および大形乗用車の寸法および重

量を弟l表に示す｡また,乗用車用エレベータの標準仕様を弟2表

に示す｡

乗用車用エレベータの

るが,その操作方法ならぴiこ

掛仕 中形車用と大形車用の2穐であ

壇,駆動方J芙ほまったく同じである

第2図ほ油圧エレベータ,舞3図は交流2段速度,底流ギヤード,

直流ギャレスエレベータの 準据付図を示す｡

以下,おもな仕様について概要を述べる｡

2.1積 載 量

積載量ほ建築基準法施行令r5)(6)に基いて,ケージ内法床面磯

1m2につき150kgの割合で算山された値以上としている｡第1表

の自動車重畳に比べて十分余裕のある安全荷電となっている｡しか

し,自動車用エレベータの構造は,積載量よりむしろ自動車出入

の偏心荷重など,用途の特殊性に大きく左右されるものである｡
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第1図 群馬銀行納自動車用エレベータ

2.2 ケ
ー ジ

ケージは経済的理由からできるだけ小形が望ましい反面,日動申

の=入を谷易にするための余硲が必要である｡したがって,ケージ

寸法ほ自動車の安全 作を第一として,自動車から前後のドアーま

での距離,ならびに左右側板との余裕を検討するとともに,経済性

を考慮して決定している｡この結果自動車のケージ旧人時間を短縮

できるばかりでなく,自動車に乗ったままでエレベータの運転盤を
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的である｡舞3表はケージの内法寸法 柿造設計にあたっては, の建築基準法に準拠するばかりでな

く,自動車用としての特殊性を考 しなければならない｡すなわち

またケージは屋外と駐車場を結ぶ通路の役をするので,一般に直 客用または一般荷物用エレベータに比較して奥行が特に深いので,

通形が多い｡ 自動車出入時の偏心荷重が非常に大きくなり,強力なわく構造を必
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油圧エレベータの故大行程は6,700mm

()内寸法は油圧エレベータのみに適用

安とする｡また床ほ車輪による 中荷重の影響を考慮する必要が

ある｡

ケージほ強度ならびに実用価値に重点がおかれるとともに,でき

るだけ重量の軽減を計っている｡側板は腰高まで鋼板張,上郡をク

リソプ金網脹とし,天井は鋼板張,師よしま鋼板化上げである｡また

埋込形照明を採用し,天井の高さを低くするとともに室内を明るく

照明して,ケージ内での操作を容易ならしめるように考

ている｡弟4図ほケージ内の写 である｡

が払われ

2.3 出入口三方わくとドアー

出入口わくほ単純な形が多く採用されているが,屋外に画する三

方わくにほステンレス鋼板を使用したり,三方わく上郡の壁面まで

鋼板仕上をする例もあって,ビルの意匠に合わせて設計されている○

ドアーほ乗場側,ケージ側とも2パネルアップスライディソグ

動ドアーで,ケージ上部に取付けたドア一関閉装置によりハッチド

アーを係合して開閉する係合方式を採用している(7)｡ハッチドアー

は鋼板張であるが,ケージ重量軽減の目的でケージドアーほクリソ

プ金網張を 準としている｡

2.4 富区 動 方 式

駆動方式は弟2表に示すように油圧式のほか交流2段力式,直流

ギヤード方式および直流ギャレスカ式がある｡

2.ん1油 圧 式(8)

油圧式は2本の強力なレールにより 内されたケージが,1本

の油圧ジャッキで中央をささえられて昇降する構造で,カウンタ

ウエートほない｡

油圧ジャッキは機械室の油圧/くワーユニットと1本の配管で結

合されており,パワーユニットの油量制御により 度をコン1トロ

ールしている｡

上昇時は積載量とケージ重畳を押上げる電力を消費するが,下

降は自 で降下する方式のため,制御弁を操作するパイロット凹

路用のわずかな電力ですむので,平均された消費

ウエート式のエレベータと大差ない｡

力ほカウンタ

カウンタウエートが無いので昇降路の所要床面積が少なくて済

むばかりでなく,過昇の恐れがないので昇降路頂部の間隙も少な

くて済み,さらに構造上から昇降路上部に機械室を設ける必要が

ない｡したがって,従 エレベータのためにつぶされていた2階

ないし3階を有効に使える 済的利点がある｡

また機械室は必ずしも昇降路に接して設ける必要がなく,経済

的な空地に納めることができる｡

減速ほ2段とし,着床速度を特に設けているので,積載量なら

第4図 乗用車用エレベータの標準ケージ

びに剖1温の 化による影響をおさえて確実な 床が行われる｡

速度は制御弁による機械的制御のため調整,保守がきわめて簡

単で故障の心配がなく,駐車場用設備として最適である｡

2.ん2 ロ ー プ 式

交流2段速度方式,直流ギヤード方式ならびに直流ギャーレス

方式の構 はあらためて述べるまでもなく,ケージとカウソタウ

ェートを結ぷロープとみぞ車の摩擦力によってつるべ式に

る,いわゆる"ロープ式"である｡

転す

交流2段速度方式ほ,高速用と低速用の巻線を備える特殊誘導

電動機の回転をウォームギヤで減速してみぞ串を駆動する方式で

ある｡加 は電動機の二次側抵抗を膳次

速で運転中の

結して行い,減速ほ高

動機に回生制動をかけつつ低速へ移し,低速巻線

の二次側にリアクトルをそう入する日立

円滑な 度制御をしている｡

作所独特の方法により

直流ギヤード方式ほ直流電動機からウォームギヤを介してみぞ

車に駆動トルクを与える方式で,エレベータ1台ごとに直流

発 機を備えている｡直流発

動

機の発生電圧を加減することによ

り円滑に制御されるもので,交流2段速度方式に比べてすぐれた

着床精度を示すので,毎分45m級の速度に適用できる｡

直流ギャレス方式はみぞ車を直流電動機の回転軸に直結して駆

動する方式で,ロービングは 4:1である｡直流 動発電機の発

生電圧を制御してみぞ単に大きなトルクを与えながら,きわめて

円附な運転ができるので,最も大行量のエレベータとして毎分60

m級の速度のものに適している｡

一般にロープ式は昇降路上郡に機械室を設けるのが普通である

が,低階床では油圧式のように昇降路上部に機械宅のない"せり

上げカ式"を採用することもある｡昇降路上部を有効に使用でき
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る利点かあって,まゎ･に製作することもあるが,ロービングが複

雑で機構_l二無用があるので好ましくない｡

2･5 速 度

速度の選定にあたってほ,自動車がケージをH入するためにエレ

ベータを停止する時間を考慮に入れる必要がある｡

自動車用エレベータでほ,運転時間(約1分)のうち,上記の停

止時間(約現秒)が実際の走行時間に比べてかなり大きな割合を占

めるので,昇降速度のみを上げても,それほど効果が現われない｡

しかし高階床の屋上式駐車場でほ高速のものを選ぶことほ有効であ

る｡

2･る 運 転 方 式

収容台数の多い駐車場では管理人がエレベータの 転に専従する

場合もあるが,一般には自動車の運転手が操作しているので,エレ

ベータほ日動 転方式が望まい､.〕またビルの専用駐中場は地下茎

またほ乳ヒなどいずれも1階床のみを使用することが多く,収容台

数の多い場合でもせいぜい2階床程度であって,停止階J な少が数

いので単純な運転方式が適している｡この理由から標準運転力式と

してボタソスイッチコントロールがよい｡

2.7 操 作 方 法

転方式が共通しているので油圧式に限らず各駆動方式とも同一

の操作方法である｡

たとえば駐車場にはいろうとする場合を説明すると次のようにな

る｡外出先からもどった辛が1階の出入口に到着する｡運転手は

報器が鳴っていないことを確認してから一たん停車し,辛から降り

て呼寄せボタンを抑す｡これによりエレベータが1階に停止してい

るときほただちにドアーを開く｡また駐車場で待機しているときは

ただちに起動して1階に到着し,日動的にドアーを開く｡運転手は

呼寄せボタンを押したのちはふたたび自動車に乗込み,ドアーの開

くのをまってケージに乗入れる｡

自動車がケージへ完全にはいったことを確認して信号ボタンと行

先ボタンを押す｡左右の側板にそれぞれ運転盤が設備されているの

で,自動車に乗ったままで操作でき,合理的である｡行先ボタンが

押されるとエレベータほドアーを聞きただちに起動し,駐車場に着

床すると自動的にドアーが開く｡この間,先に押された信号ボタン

により｢注意｣灯は点灯し,ブザーが鳴り続けているので,駐車場

の受入れ態勢ほ完了しており,ドアーが開くとともに入庫すること

ができる｡

駐車場から外に出る場合も,入庫の場合と同様である｡

2.8 安 全 装 置

エレベータは安全装置について特に注意が払われている｡

ロープ式エレベータの場合,ガバナとウェッジまたほクランプの

組合わせからなる下降時の過速度防止機構が設けられている｡また

昇降路底部にほスプリングあるいはオイルバッファによる緩衝装置

を設備して,ロープ式駆動に対する安全を保証している｡→九 油

圧式エレベータでは,ガバナおよびクランプの設備が省略される｡

これは,下降を機械的固定絞り弁で制御するので,定格速度以上に

過速し得ないという理由に基くもので,油圧エレベータの大きな特

長である｡

またケージ内にはマンホールおよび専用電話のほか,手動開閉機

構を設備しており,万一停電その他の理由でドアーの自動開閉機構

に不ぐあいが生じても手動で操作できるようになっている｡

万一,供給電源が断たれた場合,ロープ式の大形エレベータは機

械室の巻上機を手動で操作し,ま-た油圧エレベータでは手動の非常

用弁を操作できるので,自動車をケージ内に閉じ込めたままでいる

心配はない｡
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3･乗用車エレベータの輸送能力

エレベータの設置計画にあたってほ,次の3項で表わされる輸送

能力を考 する必要がある｡

(1)入庫またほ比価する1台の自動車がエレベータで消

時間

する

(2)入庫または出庫する自動車だけを輸送する一方交通の状態

で,1時間に輸送する台数

(3)入庫と出庫が交互に行われる状態で,1時間に輸送する台

数

ここで(1)ほ外Jllする 呼糾しの 絡をしてから自動車の用意が

できるまでの待時間を知るのに必要であり,(2)および(3)ほ出退

勤の一方交通時および口中の出入庫するエア想台数との関係を知り,

さらにエレベータの設備台数を決めるための参考になる｡

第4表 入庫またほ州庫する1台の｣1J動中

がエレベータで消費する時間

第5表 入庫またほ出庫する自動車だけを輸送する

一方交通の状態で,1時間に輸送する台数

第6表 入庫と出庫が交互に行われる状態で

1時間に輸送する台数

46

42

39

36
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第7表 エレベータの駆動方式別所要床面楕と
傾斜路の所要床面稽との比較

傾斜路のこう配は1/10,1階床の高さを3.5mとし,

1階では約20Inが傾斜路のために占有されるとして

計算した

輸送能力はエレベータの定格 度のほか,自動車がケージを拍入

する時間などに基いて算出される｡いまケージに乗入れるに要する

時間を12秒,ケージから=る時間を8秒,ドアーの開閉時間の和を

12秒とした場合,輸 (2),(3)について駆動方式別に

計算すると舞4～る表のようになる｡ただし1附床の高さを3.5111

として算用した｡

この結果によると,1台の自動車を入庫またほ侶摩するに要する

エレベータの消費時間ほ約1分とみてよい｡しかも,運転手が取扱

いになれるに従って,ケージから出入する時間をさらに短縮できる

ので,実 は1分以内の例も多い｡また輸送台数ほ駆動方式によっ

て異なっており,高い 度を選ぶほど増加しているが,一般に駐車

場の位置と駆動方式の関係は表で扱っている範囲に決まるので,1

台のエレベータで1時間に輸送する自動車数は一万交通の状態で40

台程度,出入庫車がバランスするときの最大輸送台数は50台程度と

なる｡なお取扱いの習熟に応じて,いっそう向上することが期待で

きる｡また,ごく最近光電管を応用して操作を自動化したェレべ-

タが完成されつつある｡このエレベータは呼 せおよびドアーの閉

操作ばかりでなく,自動車の出入方向をもチェックして 報信号が

自動化されているので,現在の運転手が操作する範囲は大幅に減少

し,輸送能力は一段と向上する｡

4.乗用車用エレベータの所要床面積

最も経済的なビルを設計するためには,付帯設備の占める床面積

を極力小さくする必要がある｡

従来の傾斜路方式では,安全上標準こう配は1/1｡程度におさえら

れるので所要床面積が非常に大きくなる欠点があって,一般の事務

所ビルでは実際上設置困難となる場合が多い｡この点エレベータを

設備するはうが床面積が少なくて済み,はるかに有利である(9)(10)｡

弟7表にエレベータの駆動方式別所要床面積と,傾斜路の所要床

面積の比較を示す｡

ビルの床面積は階床によって経済価値が異なるので,比較表から

一義的に価値判断することはむずかしいが,エレベータを採用した

ほうがほるかにすぐれていることを示している｡

たとえば低階床用という点で傾斜路と同一条件の油圧エレベータ

は,所要床面積が特に少なくて済むので,収容台数を増すことがで

きるばかりでなく,建坪の少ないビルでも容易に設備できる利点が

ある｡

5.乗用車用エレベータの設備計画

駐車場を最も能率よく運用するためには,その玄関口であるエレ

ベータの選択に十分な考慮を払うべきである｡

駐車場は普通地下1階に設備されるが,ビルの使用条件によってほ

地下2階あるいは地~F3階に設ける例もしばしばあり,また最近で

は屋上に設備するビルも現われている｡駐車場の位置が1階から離

れるほど速度の高いエレベータを選択することはいうまでもない｡
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第8衣 トラック用エレベータの標準仕様

定格積載滞 】定格速度
電動機

駆動力式

交流2段速度

ドア一閃開方式しkg)

10,000

(nl/min)

10

(kW)

22
4スピード4パ

ネル手動ドアー

第5図 日魯漁業納トラック用エレベータ

また駐車場を出入する自動車の数は収容台数ならびにビルの使用

条件に左右されるばかりでなく,時刻とともに変化している｡しか

し,個々のビルにおける一日の出入庫車の動態ほほぼ一定している

と考えられるから,おおよその出入庫別自動車数は予想できよう｡

この予想台数の最大値とエレベータの輸送能力を比較して,エレベ

ータの速度ならびに設備台数を合理的に決定することが望ましい｡

また駆動方式により所要床面積はかなり異なるので,ビルの床面積

利用の見地からも,エレベータの選択を考慮する必要がある〔〕

る.トラック用エレベータ

トラック用エレベータの標準仕様を第8表にホす｡

貨物を満載したトラックを運搬する関係上,乗用車用エレベータ

に比べて積載量ならびにケージ寸法はさらに大形となる｡したがっ

てケージおよびレールなど構造部分は特に強度と実用価値に重点が

おかれている｡

また倉庫など産業用ビルは一般に低階床で,しかも一度に大量の

貨物を運搬する｡また行先階では積卸作業が行われるのでエレベー

タの停止時間が比較的長く,昇降速度のみを上げても運搬能力にほ

それほど効果がない｡したがってエレベータの定格速度は低く選ば

れている｡

駆動方式は交流2段速度を採用し,巻上機は精帝加工されたダブ

ルヘリカルギヤとウォームギヤによる2段減速を行っており,大き

な懸垂荷重に対しても静粛円滑な運転が可能である｡

運転方式ほボタソスイッチコソトロール自動 l､.･ 準として

いる｡弟5図ほトラック用エレベータの写真を示す｡

なお,本項の詳細については参考文献(ll)1▲大形貨物用エレベー

タ｣をご参照闘いたい｡
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7.結 言

ビ ル 設 備 特 集 号

以上ほ日立製作所における自動車用エレベータの標準仕様につい

て概要を述べた｡

特に乗用車川エレベータほ数穐の標

ル内駐車場の規

仕様を設けているので,ビ

と位置に応じて,最適な輸送能力の機種を選択で

きる利点がある｡

今後さらに増大する 車場の収容能力に対して,操作の自動化に

よる停止時間の短縮化を計るなど,エレベータの輸送能力向上に努

力している｡

本稿が多少なりとも設備計画のご参考になれば幸甚である｡
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